
第61回東京都公民館研究大会開催要項 

公民館 ・生涯学習センター 等の 
可能性を再発見しよう！ 

～東京の公民館の“おととい
過 去

”と“しあさって
未 来

”を考える～ 

１．開催趣旨 

 

２．主 催  東京都公民館連絡協議会 （以下、「都公連」という） 

 

３．後 援  東京都教育委員会、東京都市長会、東京都町村会、東京都市教育長会、 

東京都町村教育長会、東京都市町村教育委員会連合会、国立市教育委員会 

 

４．日 時  ２０２５（令和７）年 ２月８日（土）  13時15分 ～ 16時30分 

 

５．会 場 くにたち市民芸術小ホール（JR矢川駅/谷保駅からともに徒歩10分、裏面地図参照） 

 

６．プログラム 12時45分～ 開場・受付 

13時15分～13時30分 開会あいさつ 

13時30分～14時20分 基調講演 テーマ「三多摩テーゼの歴史的意義と今後の展望」 

講演者：佐藤 一子さん（東京大学名誉教授） 

14時20分～14時35分 移動・休憩 

東京都における公民館の位置付けは、かつて（特に1970～80年代頃）に比べ、大きく変化しつつありま

す。公民館の位置づけの変化（所管変更等）、指定管理者制度導入や使用料等有料化など、地方公共団体

によって公民館等の運営形態が多様化し、公民館職員の体制や専門性の課題も指摘されています。 

しかし、社会のなかで公民館の存在意義がなくなっているわけではなく、むしろ公民館への期待は高まって

います。たとえば、2024（令和6）年6月に文部科学大臣が中央教育審議会生涯学習分科会に諮問した「地域

コミュニティの基盤を支える今後の社会教育の在り方と推進方策について」では、社会教育による「学び」を通じ

て人々の「つながり」や「かかわり」を作り出し、持続的な地域コミュニティの基盤を形成することが求められていま

す。そのために、社会教育主事・社会教育士の役割・位置付けや、地域コミュニティの維持・活性化に資する公民

館のあり方も、政策レベルで議論が進んでいます。 

歴史的にみれば、2024（令和6）年度は、1949年の社会教育法制定から75年、1974年に東京都教育庁が

発行した「新しい公民館像をめざして」（いわゆる「三多摩テーゼ」）から50年の節目の年でもあります。戦後の

公民館のあゆみのなかで、東京多摩地域の公民館には、都市社会教育のあり方を構想し、「新しい公民館像」の

問題提起を行いながら、独自の実践を蓄積してきた経過があります。こうした三多摩の公民館の歴史を踏まえ、い

ま私たち公民館に集う関係者は、なにを大事にしていくのか。この研究大会では、多摩地域の公民館のあゆみを

ふり返りながら、公民館をめぐる現状と期待を共有しながら、東京の公民館の未来を共に考えたいと思います。 

なお、今大会は参加者全員で同じ内容を共有する全体会（基調講演＋シンポジウム＋ディスカッション）を中心

に開催します。可能な限り、参加者の声を進行に反映する工夫を行います。ぜひ奮ってご参加ください。 



一般の方のみ→ 

こちらから申込

14時35分～16時20分 シンポジウム＋ディスカッション 

           シンポジスト：西山 佳孝さん（公民館のしあさって・プロジェクト） 

田中 貴子さん（小平市 移動式子ども食堂カモミール） 

                      針山 和佳菜さん（国立市公民館 社会教育主事） 

                      佐藤 一子さん（東京大学名誉教授） 

       コーディネーター：井口 啓太郎さん（国立市公民館 館長補佐） 

※シンポジウムでは、参加型のディスカッションプログラム等を実施予定。 

16時20分～16時30分 閉会あいさつ 

 

７．参 加 申 込 

 

８．会場案内 

【くにたち市民芸術小ホール】 

〈住 所〉 国立市富士見台２丁目４８−１ 

〈電話番号〉 ０４２－５７４－１５１５ 

 

▸ JR中央線国立駅南口バスのりば：４番 

矢川駅/国立操車場/国立泉団地行き 

「市民芸術小ホール・総合体育館前」下車 

▸ JR南部線矢川駅/谷保駅から 

ともに徒歩１０分 

※公共交通機関をご利用ください。 

 

参加対象 
公民館・生涯学習センター等職員、公民館運営審議会委員、社会教育・生涯学習関係者、 

市民、研究者、学生など  ※そのほか、本研究大会に関心のある方、どなたでも参加できます。  

参加費／ 

申込方法 

都公連加盟市の公民館職員・公運審委員：無料 

※各加盟市は、参加会員（都公連加盟市の公民館職員、公運審委員のみ）を取りまとめ、 

「加盟市会員参加申込用のエクセルファイル」を大会事務局へメール添付で送信。 

一般（都公連加盟市の職員・委員以外の参加者）：有料１,０００円  

（非加盟市の公民館・生涯学習センター等職員、委員等関係者、市民、研究者、学生など) 

※参加費は当日受付支払／事前の銀行振込も可（手数料は振込者負担） 

※右記の申込フォーム（右記二次元コード）より登録。 

申込締切 １月 １７日（金）17時まで （会場定員：２００名） 

注意事項

（共通） 

・事務局より受付確認のメールをします。１月３１日（金）までに連絡がない場合はお問合せください。 

・合理的配慮のご希望等は、申込時の備考欄にその旨ご記入ください。 

問合せ先：第６１回東京都公民館研究大会事務局 国立市公民館 

【住 所】 〒186-0004 国立市中１－１５－１ 

【電 話】 ０４２－５７２－５１４１  【F A X】 ０４２－５７３－０４８０ 

【Eメール】 sec_kominkan@city.kunitachi.lg.jp 


